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徳島県立鳴門高等学校ＰＴＡ会則

第１章 名 称

第１条 本会は「徳島県立鳴門高等学校ＰＴＡ」と称する。

第２条 本会の事務所は, 徳島県立鳴門高等学校(以下「本校」という)[鳴門市撫養
町斎田字岩崎１３５番地１]内に置く。

第２章 目 的

第３条 本会は, 保護者と教職員が一体となって教育の振興を図ることを目的とす
る。

第３章 事 業

第４条 本会は, 前条の目的達成のために次の事業を行う。
(１) 生徒の教育環境の改善, 将来の指導等
(２) 学校施設の充実

(３) 生徒, 教職員の厚生事業
(４) 生徒会活動の援助

(５) 会員相互の研修・親睦・教養の向上

(６) その他必要な事業

第４章 会 員

第５条 本会の会員は, 次の者で構成する。
(１) 本校生徒の保護者

(２) 本校の教職員

(３) 本会の趣旨に賛同する有志

第６条 本会の会費は, 月額３００円とする。但し, 会員の事情により会長が承認し
た場合, 会費を減免することができる。

第５章 地区構成

第７条 本会の地区構成および範囲等については, 別紙のとおりとする。

第６章 会 計

第８条 本会の経理は, 総会において議決された予算に基づいて行われる。
第９条 本会の経費は, 会費, 寄付金およびその他の収入を充てる。
第１０条 予算書による金銭の出納は, 会長の承認を得て会計が執行する。
第１１条 決算は, 監査を経て総会に報告され, 承認を得なければならない。
第１２条 本会の会計年度は, 毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

第７章 役 員

第１３条 本会に次の役員をおく。

(１) 会 長 １名

(２) 副 会 長 ５名(保護者４名・学校長)

(３) 常任理事 ６名

(４) 理 事 各地区から１名, 教職員から若干名
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(５) 評 議 員 各地区から２名

(６) 会 計 １名(教職員)

(７) 監 事 ２名(保護者)

(８) 書 記 １名(教職員)

(９) 学年委員 各クラスから１名

(10) 顧 問 若干名

(11) 家庭教育研修部会, 人権教育推進部会および進路指導推進部会の各部
会会則に定める役員

第１４条 役員の任期は１年として再任を妨げない。なお, 補欠役員の任期は前任者の
残任期間とする。

第１５条 役員の選出は次のとおりとする。

(１) 会長, 副会長および監事は, 役員会において選出して総会での承認を
得て就任する。

(２) 保護者側理事および評議員は, 保護者が地区ごとに互選する。学校側
理事は, 本校教職員の中から選出する。常任理事は, 理事の互選によ
り選出する。

(３) 会計および書記は, 会長が委嘱する。
(４) 学年委員は, 会長が委嘱する。
(５) 顧問は, 会長が委嘱する。
(６) 家庭教育研修部会, 人権教育推進部会および進路指導推進部会の役員

選出については, 各部会会則に定めるとおりとする。

第８章 役員の任務

第１６条 役員の任務は, 次のとおりとする。
(１) 会長は, 本会を代表して会の運営にあたる。また会計, 書記, 学年委員

および顧問を委嘱する。

(２) 副会長は, 会長を補佐し会長に事故があるときは, その任務を代行す
る。

(３) 常任理事は, 理事の任務を行うとともに常任理事会が開催される際に
は, 理事を代表して出席する。

(４) 理事は, 必要に応じ各地区の会議を開催し各地区の会務を行う。また,
地区(教職員)を代表して理事会および役員会に出席する。

(５) 評議員は, 理事が行う各地区の会務を補助する。また, 地区を代表して
役員会に出席する。

(６) 会計は, 本会金銭の出納を行い総会で決算報告および予算案報告をす
る。

(７) 監事は, 会計を監査し, その結果を総会で報告をする。
(８) 書記は, 各会議の開催を案内してその議事を記録する。
(９) 学年委員は, 学年部会の会務を行う。
(10) 顧問は, 会長の諮問に応じ本会全般の運営に協力する。
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第９章 会 議

第１７条 本会の会議は, 次のとおりとする。
(１) 総会

(２) 常任理事会

(３) 執行部会

(４) 理事会

(５) 役員会

(６) 学年部会

(７) 家庭教育研修部会[部会会則を別に定める]

(８) 人権教育推進部会[部会会則を別に定める]

(９) 進路指導推進部会[部会会則を別に定める]

第１８条 各会議の開催時期および構成員は, 次のとおりとする。
(１) 総会は全会員をもって構成され, 毎年度始めに会長が招集し定期総会

を開催する。なお必要に応じて臨時総会を開催する。

(２) 常任理事会は会長, 副会長, 常任理事, 会計, 監事および書記をもって構
成され, 必要に応じて会長が招集する。

(３) 執行部会は常任理事会の構成員の他, 次の役員をもって構成され, 必要
に応じて会長が招集する。

①家庭教育研修部会部長 ②家庭教育研修部会副部長 ③人権教育推進

部会部長 ④人権教育推進部会副部長 ⑤進路指導推進部会部長 ⑥進路

指導推進部会副部長 ⑦進路指導推進部会理事

(４) 理事会は執行部会の構成員の他, 理事をもって構成され, 必要に応じて
会長が招集する。

(５) 役員会は理事会の構成員の他, 評議員をもって構成され, 必要に応じて
会長が招集する。

(６) 学年部会は各学年の保護者および教職員をもって構成され, 必要に応
じて会長が招集する。

(７) 家庭教育研修部会は家庭教育研修部員をもって構成され, 必要に応じ
て部長が招集する。

(８) 人権教育推進部会は人権教育推進部員をもって構成され, 必要に応じ
て部長が招集する。

(９) 進路指導推進部会は進路指導推進部員をもって構成され, 必要に応じ
て部長が招集する。

第１９条 各会議では, 次の事項を審議する。議決は出席者の過半数により決する。な
お, 可否同数の場合は議長がこれを決する。
(１) 総 会(定期総会)[議長は会長が行う]

①前年度会務報告

②前年度決算報告

③会長, 副会長および監事の承認
④新年度事業計画の承認

⑤新年度予算の承認

⑥その他

(２) 常任理事会[議長は会長が行う]

①年度途中緊急に協議・決議をしなければいけない総会審議事項(協議

・決議後, その内容を全会員に通知して次期総会で承認を得る)
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(３) 執行部会[議長は会長が行う]

①理事会に提出する総会資料(案)の作成

②総会で決定された事項の執行

③その他

(４) 理事会[議長は会長が行う]

①執行部会から提出された総会資料(案)を審議して, 役員会に提出する
総会資料(案)の作成

②その他

※やむを得ない理由で開催が難しい場合は, 執行部会で作成した総会資料
(案)を理事会での審議を省略して役員会に提出できるものとする。

(５) 役員会[議長は会長が行う]

①理事会(執行部会)から提出された総会資料(案)の審議

②新年度の会長, 副会長および監事の選出
③その他

(６) 学年部会[議長は教職員が行う]

①各学年に関する事項

②その他

(７) 家庭教育研修部会[議長は部長が行う]

①部会会則に定められた事項

(８) 人権教育推進部会[議長は部長が行う]

①部会会則に定められた事項

(９) 進路指導推進部会[議長は部長が行う]

①部会会則に定められた事項

付 則

本会則は, 昭和２４年５月１３日から施行する。
昭和３９年５月１６日一部改正

昭和４２年５月１４日一部改正

昭和４４年５月１２日一部改正

昭和４５年５月１３日一部改正

昭和４６年５月１７日一部改正

昭和５１年５月１８日一部改正

昭和５７年５月１３日一部改正

昭和５８年５月１３日一部改正

昭和６２年５月１９日一部改正

平成 ８年５月１８日一部改正

平成 ９年５月１７日一部改正

平成１５年４月２４日一部改正

平成２４年５月１９日一部改正

平成２９年５月２０日一部改正

平成３０年５月１９日一部改正


